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M.M.ト マ ス の 初 期 宣 教 思 想 の展 開 と

　　　　P.D.デ ヴ ァナ ン ダ ンの 影 響

宮　本 憲

1　 は じめに WCCウ プラサ総会の宣教論

　20世 紀エ キ ュメニズ ムの神 学や宣教 学 に対 してアジア出身 の キ リス ト者が

行 った貢献 は多 大 であ る。特 にイ ン ド亜大 陸の キ リス ト者 達 の貢献 は 目覚 ま

しい。 しか し、残 念 な こ とに、 日本 では彼 らの貢献へ の関心 が非常 に限 られ

てい る ように思 われる。

　 イ ン ドの神学者 の エ キュメニズ ムへ の貢献 を物語 る一例 は 、1968年 に ウプ

サ ラで 開催 され たWCC第4回 総 会 に見 る ことがで きる。

　 言 うまで もな く、 この総 会 は20世 紀 のキ リス ト教 宣教思想 史 におい て一時

代 を画 した会議 で あ り、平和 ・社会正義 ・反差 別の ため の闘争 など、政治や

社 会へ のキ リス ト者 の ラデ ィカルな参与 を前面 に打 ち出 して、大 きな論 争 を

呼 び起 こした。 この総 会は報告 「宣教 の更新」 の 中で、 キ リス ト教 宣教 を次

の よ うに語 ってい る。

今 日、我 々の参与 してい る神 の宣教 を、古 きものの根 底 的 な更新 で

あ る新 しい創 造 の賜物 と して、 そ して また新 しい人 イエス ・キ リス

トにおい て完全 な人間性へ と成長す る ようにとの人 々へ の招 きと し

て説明す る こ とは、極 めて適 切 な ことであ るω。

　 ここで用い られて いる 「神 の宣教」 とい う表現 は、 これが ミッシオ ・デイ

神 学 に立 つ宣教 思想 であ る こ とを示 してい る。 「ミッシオ ・デ イ」 は20世 紀

後半 の宣教 思想 にお いて重要 な役 を担 うようになった概念 だが、1952年 の国
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際宣教協 議会 αMC)ヴ ィ リンゲ ン大会 で初 め て浮上 した とされ る。 当時、

欧米 の宣教 学界 で進行 して いたキ リス ト教 宣教 の神 学的基 盤 につ いての論 争

へ の 回答 と して、 この大会 は宣教 の基盤 を三一神 の派遣行為 に求め 、教 会 の

宣教 は この世 に対 す る この 「神 の宣教」へ の参 与で あ る と規 定 した(2)。しか

し、1960年 代 に なる と、J,　C.ホ ーケ ン ダイ クの宣教 論 の影 響 の 下で ミ ッシ

オ ・デ イの強調点 が、宣教 の根拠 として の三一神 か ら宣教 の対 象 と しての 「こ

の世」へ と移 るこ とにな る。 いわ ゆる 「神 中心型 」 ミッシオ ・デ イ概 念 か ら

「世 界 中心型 」 ミ ッシオ ・デ イ概念 へ の移行 であ る。上記 ウプサ ラ総会 の宣

教 理解 はこの線上 に理解 され るべ きものであ る。

　 以 上 は、 この時期 の宣教思 想史 につ いての基本 に属 す る事柄 で あるが、 こ

れ に対 して、 ウ プサ ラの宣教 理解 に もう一つの思想 的系譜 が流 れ込 んで いる

事 実 は ほ とん ど注 目され て こなかった。 この思想 的系譜 とはイ ン ドの キ リス

ト者 た ちに よって展 開 され て きた宣教 理解 であ って、上記 引用 にお ける 「新
画
しい創 造」 「新 しい人」 「完全 な人間性」 とい う言葉 の使用 が これ を端 的 に表

してい る。

　 この イ ン ド系宣教 論 の主 唱者 は、 ウ プサ ラ総 会 でWCC中 央委 員 会議 長 に

選 出 され、次 の ナイ ロ ビ総会(1975年)ま での7年 間 この職 にあ ったM.M,

トマス(1916～1996)で あ った。 トマ スは南 イ ン ドのケ ララ州 の生 んだ独創

的 な信 徒神 学者 であ り、 その思想 的貢献 は イン ドの教会 、 アジアのエ キ ュメ

ニ ズ ム、WCCと い う3つ の レベ ル にお け る神 学 ・宣教論 ・社会 思 想 に及 ん

で い る。我 が国で は ほ とん ど注 目されるこ とが ない よ うだが 、20世 紀 後半 の

エ キュ メニ カル な宣教神 学の展 開 は トマス抜 きに語 るこ とはで きない(3}。

　 本稿 で は、 この ような トマ スの宣教思想 の形成過程 を検討 したい。 しか し、

彼 の思想 形成 の特徴 はそ の時代 時代 の状 況 との対 話 を経 て なされ てい る点 に

あ りzそ の結果 、 同 じところに長 く留 まるこ とはない。激 しく変動 す る時代

の宣教 学 的状況 に応 答 して変 わってい くのであ る。本稿 の中で、彼 の生 涯全

体 にわた る思想展 開 を論 じる ことはで きない。従 って、特 に上記 の 「新 しい

創造 」 「新 しい人」 とい った概 念が登場 す る1960年 代 初頭 まで を一応 の上 限

と した い。その過程 におい て、特 に、 トマスが 師 また友 と呼ぶ神 学者P.D.デ
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ヴァナ ンダンの思想が どの よ うな役割 を演 じたか に注 目 したい。 こ う して、

ウプサ ラの宣教論 に流 れ込 むイ ン ドの宣教思想 の形成過程 、お よび20世 紀 エ

キュメニズムにお けるイ ン ド神 学の意義 を明 らか に したい。

2　 トマスの初期の思想形成

　 マ ダテ ィパ ラ ム ピル ・マ メ ン ・トマ ス(Madathiparamp;il.　 Mammen　 Thomas)、

通 称M.M,ト マ ス は1916年 、独 立 後 ケ ラ ラ州 に統 合 され る こ とに な る南 イ ン

ドの 旧 トラ ヴ ァ ン コー ル 藩王 国 中央 部 の小 村 に生 まれ た 。 家族 は この 地 域 固

有 の 「マ ル トマ ・シ リア教 会」(以 下 、 マ ル トマ 教 会)ω に属 す る 中 流 家 庭 で

あ っ た。 学校 教 育 もマ ル トマ教 会 に属 す る学 校 で 受 け たが 、個 人 的 な 宗教 体

験 に よっ て 自覚 的 キ リス ト教 信 仰 を持 った の は 大 学 時代 で 、彼 の 思 想 形成 も

この 時期 に始 まる よ う で あ る。

　 トマ ス の初 期 の 思 想 形 成 に は3つ の 時 期 が 区別 され る 。 第1期 は1940年 頃

まで 、 第2期 は1940年 頃 か ら1949年 まで 、 第3期 は1949年 以 降 で あ る 。 大 ま

か で は あ るが 、神 学 的観 点 か らは そ れ ぞ れ 自 由主 義 時 代 、新 正 統 主 義 時代 、

ポ ス ト新 正 統 主 義 時 代(な い しポ ス ト ・ク レー マ,.__時代)、 イ デ オ ロ ギ ー 的

観 点 か らは そ れ ぞ れ ガ ンデ ィー 主 義 時 代 、 マ ル クス 主 義 時 代 、 社 会 民 主 主 義

時代 と呼 ぶ こ とが 可 能 で あ ろ う。 以 下 、 これ らの 時期 を順 に見 て い くこ とに

した い 。

2.1　 第1期

　 第1期 は、敬度 主義 的信仰体 験 に よって自覚的 キ リス ト者 と しての歩み を

始 めた トマスが、社会 活動への 関わ りを通 じて社会や政治 の問題 に 目覚 め、

さらに昂揚す る イ ン ド独 立運動 への応答 として キ リス ト教 とガ ンデ ィー主義

の統合 を考 えた時 期で あ る。

　 トマスは専 門的 な神学教育 を受 けて い ない。1931年 か ら35年 まで現 ケ ララ

州都 トリヴァン ドラム(テ ィル ヴ ァナ ン タプラム)の 大 学で学 ん だが、専 門

は化 学 で あ った。 しか し、 この時 期、学 生 キ リス ト教 運動(SCM)な どの
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活動 に関 わ る一方、 トマス ・ア ・ケ ンピス 『キ リス トに倣 い て』、 フ レール ・

ロラ ン 『神 の 臨在 の実践」 な どの読書 を通 じて深 い信仰 体験 を持 った。 トマ

スは晩年 に当時 を回顧 して、 自分 の信 仰 の出発 点 は 「福音 的でサ ク ラメ ンタ

ルな信仰 」 であ り、それ は今 も自分 の 「霊 的生活 の基本構造」 で ある と書 い

てい るが、 この ころの神秘 的 な信仰体 験が彼 のキ リス ト信仰 の原体験 となっ

てい る ようであ る㈲。

　大学卒 業後 、彼 は北部 トラ ヴ ァンコールの高校 で化 学 を教 えるかた わ ら、

マル トマ 教会 の伝 道 ・教育 活動 に関わ った。 その後 、1938年 に トリヴ ァン ド

ラム に戻 り、SCMと 協 力 して孤 児 や ホー ム レス の支 援活 動 に従 事 す る。 こ

の ような活 動 を通 して、 トマス はイ ン ド社会 を蝕 む貧 困、抑圧 、宗教 的 「コ

ミュー ナ リズ ム」 とい った問題 を 自覚す る ようになる。

2.1.1　 ケ ララ 青 年 キ リス ト者 行 動 評 議会(YCCA)

　 青 年 トマ ス に とっ て 一大 転 機 とな っ た 出来 事 は 、新 し く創 設 され た 「ケ ラ

ラ青 年 キ リス ト者 行 動 評 議 会」(youth　 Christian　Council　 of　Action　in　Kerala,

以 下YCCA)へ の 参 加 で あ っ た。　YCCAと は、 国民 会 議 派 の 指 導 す る イ ン ド

独 立 運 動 へ の 応 答 と して、 ケ ラ ラの 若 い キ リス ト者 に よ って作 られ た組 織 で

あ る㈲。 そ れ まで 国民 会 議 派 の 影響 の さほ ど見 られ な か っ た トラ ヴ ァ ン コー

ルで も、1938年 に な る と 同派 の 不服 従 運 動 が 開始 され る。YCCAは こ れ に呼

応 して 同 年8月 に結 成 され たが 、 トマ ス も最初 か らこれ に参 加 、 以 後 数 年 間

書 記 と して 指 導 的 な役 割 を果 た した。

　 この 活 動 が 内外 の 政 治 や 社 会 の問 題 につ い て 熟慮 す る機 会 を トマ ス に提 供

した。 彼 は 思 想 面 で もYCCAに お い て 指 導 的 役 割 を演 じた ら しい 。　YCCAが

最 初 の 会 合 で採 択 した 宣 言 文 に は、 既 に トマ ス の 影 響 が 見 られ る と推 察 され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　　　ロ　　　の　　　　ゆ　　　の　　　サ

る が 、 そ こ に は次 の よ う な思 想 が 表 明 さ れ て い る。 第1に 、 「神 は こ の 世 に
　　　　　ら　　　　り　　　　り　　　　の　　　　コ　　　　コ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　の

お いて積 極 的 に働 いてお られ 、すべ ての人 々、特 に この世代 の青年 を、御 自

身 と共 に危 険 を冒 し、真 理 と正 義 と愛 への奉 仕 のため に命 とすべ てを賭 ける

よ うに と招 いてお られる」 とあ るように、世界 史 におけ る神 の臨在が 明言 さ

れ てい るω。第2に 、 「キ リス トの福 音 は、人 間生 活全 体 に対 す る順 いの提
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供 である。我 々が失敗 す るのは、個 人 と社 会 の問に線 を引 き、個 人 を社会 関

係か ら隔離 して精神化 して しまうか らであ る。すべ ての生 はひ とつで あ る」

と述べ、腰 いの包括性 を強調 してい る㈲。 この2つ の思 想 は、後 の トマス神

学の特 徴 とな る ものであ る。 このYCCAの 宣言 が トマス 自身 の手 にな るにせ

よそ うで ない にせ よ、 これ らが この宣言 に入 り込 んだ経緯 の解明 は、 トマス

の思想 の 由来 を知 る上 で重要 なポ イ ン トであ ろ う。なお 、本稿 で は前 者 を「内

在論 的神 観」、後者 を 「包括 的(holistic)救 済観(ま たは購 罪観)」 と呼 んで

お く。

2.1.2　 イデ オロギ ー対 立 とYCCAの 分裂

　 YCCAは 結成 当初 か ら内部 にイデオ1コギー上 の対立 を抱 えて いた よ うで、

これが原 因 とな って数年 で分 裂す る ことにな った。

　 イ ン ドで も特 に教育水準 が高 く、人 々の政 治意識 も強 い とい われるケ ララ

では、 マルクス主義 の影響 が1930年 代 か ら現 れて いた。YCCAも 当初 か らガ

ンデ ィー主義 とマ ルクス主義 の 間の緊張 があった らしい。 キ リス ト教 ガ ンデ

ィー主 義者 は、神 の国 を 「サ テ ィヤ グ ラバ」(非 暴力 不 服従 運動)に よって

達成すべ き目標 だ と考 えた。 トマス も当初 ガ ンデ ィー主 義 に傾 いてい た よう

である。彼 は1939年 のYCCA夏 期修養 会での発 題 の 中で 、イエス とガ ンデ ィ

ーの倫理 を比較 して、サ ティヤ グラバ の キ リス ト教 的解 釈 を試 み、「神 は 「超

越 的サ テ ィヤ グラバ』 によって悪 に応答 してい る。 これがキ リス ト教 的非 暴

力理解の根本 的基盤 であ る」 と述べ た(9)。

　 これ に対 し、 マ ルクス主義 に傾い た 「トリヴ ァン ドラム ・グループ」 と呼

ばれ るグルー プがあ った。 当初 ガ ンデ ィー主義 に傾 いて いた トマス も、間 も

な くマル クス主義 を受 け入 れ、 トリヴ ァン ドラム ・グル ープの一員 とな った。

この イデ オ ロギ ー対 立 の結果 、YCCAは ユ943年に分 裂 し、 トマス もYCCAを

辞 める。彼 は共産党 との協 力 を掲 げて 「国民 キ リス ト者 青年評議会」 とい う

新 しい組織 を創 設 したが、 この組織 は短 命で、彼 が1945年 にマ ル トマ教 会 の

青年書記 に任命 される と消滅 した。

　 トマ スの神学 的思索 は、 この ようにケ ララにお けるイ ン ド独 立運動へ の キ
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リス ト者 の 応答 とい うコ ンテ クス トの中で始 め られ た。 それは当初 か らイデ

オロギー 的な思 索 と深 く結 びつ いてい た。 この事 実 は、以後 の トマスの神学

の発想 ・手法 ・性格 を決定 す るこ とになる。 これ につい て彼 自身後 に次 の よ

うに述べ て い る。

私 が キ リス ト教伝 道 とキ リス ト教神学 に興 味 を持つ ようになったの

はイ ン ドの政 治 と社 会 的変化 を学 んだ こと、 いいか えれば、知 的 に

も感情 的 に もナ シ ョナ リズムの問題 にあ る程度 関 わったか らであ り

ます 。 それ ゆえに、私 はキ リス ト教 よ りもむ しろ世俗 世界 か ら出発

しよ うとい う非常 に強い傾 向(ま た は偏見)を 持 ってい ます ④゚。

2.2　 第2期

　以上 の第1期 は短 い。 トマス はか な り早 い時期 にガ ンデ ィー主義 か らマル

クス主義 へ転 向 した ようであ るが、彼 の思 想形成 におけ る第2期 は このマ ル

クス主義受 容 と共 に始 まる。

2.2.1　 「この世 」への関心 とマル クス主義の受容

　 1939年 夏 、上述 のYCCA夏 期修養 会の後 に、 トマ スは トリヴ ァ ン ドラムで

開か れたマ ル トマ教 会青 年修養 会で も発題 を行 った。その 中で彼 は、教 会 こ

そが神 の国 と世 界の蹟 いの主 た る担 い手 であ る との立場 を明確 に して、 ガ ン

デ ィー主義 者 とは一線 を画 し始 め てい る⑳。 しか し、 この教 会 中心 主義 に も

か か わ らず 、現実 の教会 には非常 に批判 的であ った。す なわ ち、ケ ラ ラの教

会 に存在 した二元論 的傾 向、特 に福 音 を私 的 ・霊 的領域 と社会 的 ・物 質 的領

域 とに二分 す る傾 向 を包括 的視 点か ら強 く批判 し、教会 は個人 の魂 の救 いだ

け で な く、社 会正義 に対 して も関心 を持 つべ きだ と して、次 の ように述べ た。

人 間 は極 めて獣的 であ り、 それ故 、我 々は神 の国 を来た らせ るため

に、 自分 自身へ のあ らゆ る信頼 を捨 てて、た だ神 にのみ頼 る ほ うが

よい。 しか し、 もしそ んな意気 揚 々 と した信仰 が社会 に対す る冷淡
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な無関心へ と堕 して しまい、人格へ の畏敬 の念 に基礎 を置 き、人 間

的必 要 を満 たす ように組織 された正 しい社 会 ・経 済 ・政治秩序 を求

め る我 々の渇望 を減 じさせ 、教 会の 目をこの世か ら反 らして空へ と

向 かわせ るので あれば、私 は教 会 を空 中心 で な く地 中心 とす るため

に、終末論 的信仰 を捨 てて しまい たい。 なぜ な ら、最 も大切 なの は、

地上 に神 の国 を打 ち立 てる とい う教会 の務 めだか らである⑱。

　 ここには、 トマスの生涯 を貫 くこ とになる 「この世」 に対す る強い関心 が

表 明 されてい る。彼 は特 に人 間社会 を導 く主要 因 として の経済 に注 目 し、教

会の道義性 が明 らか になるの は、誤 った現行 の経 済制 度 を克服 しよ うとす る

時だけだ と考 えた。 そ して、 キ リス ト教 マ ルクス主義 者 レナー ド ・シ フ神 父

(Leonard　 Schiff)の 影響 下 にマ ル クス主義 を受 け入 れ、教会 に対 して もマル

クス主義 を受 け入 れる よ うに呼 びかけた。 シフはア ング ロ ・カ トリック系 の

聖公会司祭 であ り、YCCAの 青 年達 に大 きな影響 力が あ った とい う。 こ う し

て、以後 の トマ スはマ ル クス主 義 イデオ ロギ ー との関 わ りにお いてキ リス ト

を証 ししようとの試み に乗 り出す ことに なる⑬。

2.2.2　 ベ ル ジャーエフの影響

　 トマスの思想形 成で は、常 に イデオ ロギー的関心 と神 学 的関心 とが密 接 に

連携 し合 ってい る。 ガ ンデ ィー主義 に傾 いていた時期 の彼 は、神 学的 に は 自

由主義 的立場 をとって いた とい え よう。 ところが、マ ル クス主 義 に接近 す る

と共 に、神学 的に はいわ ゆる新 正統主 義神学 に接近 す る。この1940年 か ら1948

年 まで の時期 を回顧 して、後 に彼 は 「カール ・バ ル ト、 ライ ンホル ト ・ニ ー

バ ー、 ニ コライ ・ベル ジ ャーエ フの新 正統主義 の内側 で カール ・マル クスの

弁証法 を再定義 しよ うと試み た」 時代 と語 って い る⑯。ベ ル ジ ャーエ フの正

教 的 ・神秘主義 的 キ リス ト教 思想 を新 正統主義 に含 め るのには問題 があ ろ う

が、 ここではこの ロシア人思想家 の トマ スに対す る影響 を見 てみたい。 この

時期 の トマス が、特 にベ ルジ ャーエ フに関す る長文 の論文 を書 いてい るか ら

であ る。
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　 この論 文 は1941年 か ら翌年 にかけ て書 かれ た もので 、「キ リス ト教 とイ ン

ドの状 況 　 　ニ コ ライ ・ベ ル ジ ャーエ フ とガ ンデ ィー主 義」 と題 され て い

る㈲。 この 中で トマスはベ ル ジ ャーエ フに依 拠 しつ つ、 ガ ンデ ィーの非暴 力

主義 思想 や ヒ ン ドゥー教 に対 す る批判 を展 開 してい る。 トマスの思想形成 を

理解 す る上 で特 に重 要 なのはベ ルジ ャーエ フの 「悲劇 的」 人間観お よび人格

主義 であ ろ う。

悲劇 的人間 観 　 ガ ンデ ィーの非暴力 主義が イ ン ドの伝 統的宗教 だけで な く、

トル ス トイの キ リス ト教平和 主義 か ら も霊感 を受 けてい るこ とは周知 の通 り

だが、 トマス によれ ば、 ヒン ドゥー教 、 ガンデ ィー主義 、 トルス トイ主義 は

人間は本 来 的 に善 であ る との信仰 を共有 している。 これ に対 し、ベル ジ ャー

エ フの人 間観 は人 間の罪 と受 肉 による贈 い に立脚 してお り、人 間の本 来的善

性 を認 め てはい ない とい う。ベ ル ジャーエ フは、神 の似 姿で ある人 間 は自由

かつ創造 的 な存在 であ り、そ れ故 、神 の創造 の御 業へ の参与 とい う崇高 な使

命 が賦 与 され てい る と考 える。 しか し、人間の運命 は悲劇 的で ある。 なぜ な

ら、人 間の創 造 的 自由が真 の 自由 であ るためには 「悪 を行 う自由」 を も含 ま

なければ な らないが 、人 間は神 に背い て堕落 してお り、 その結果 、絶 えず悪

を選択 して止 まないか らで ある。 自由主義者 は人 間の進歩 を信ず るが、 これ

は虚 偽 であ る。堕落 した人 間 に とっ ては 「悲 劇 的な意 味 にお ける進化 」、す

なわち 「善悪 の ア ンチテーゼ、神 と悪魔 の ア ンチ テーゼの進 歩」 のみ が存在

す るか らで あ る㈲。

　 この よ うなベ ル ジ ャーエ フの人間観 を受 けて、 トマス は人間のかか える こ

の悲劇 的 な矛 盾 を次 の よ うに述べ てい る。

自由主義者 は善 の増大 に伴 って悪が 減少 す る と考 え た…… しか し、

キ リス ト教 の教理 は異 なる図 を提示 す る。善 なる もの はすべ て、原

罪す なわち傲慢 に感染 す る悪 と化す ……悪 か ら善へ の進歩 を歴 史の

中に認 め る こ とはで きない。唯一 の進歩 は悪 の増大 を伴 う善 の増 大

であ る。 それ故 に、善悪 の抗争 の激 しさだけが進 歩す る……人 間の
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善 は人間の 中の悪 を破壊す る こ とはで きない。何 故 な ら、 ま さに悪

に対 して善 が行使 され ると き、善 は悪 に変容 す るか らであ る。1つ

の善が1つ の悪 を破壊 した とき、 まさに善 その ものが悪 と して現 れ

るのであ る(17>。

トマ スは、 この よ うな悲劇性 の故 に、人 間の蹟 いはあ らゆる善悪 の原理 を超

えた ところに求 め なければな らない と考 えた。購 い とは キ リス トの恩寵 にお

いて善 と悪 の ア ンチ テーゼその ものか ら解放 され るこ となのであ る。

　 この ような人 間理解 に基づ いて、 トマ スは地上 におい て善 の実現 を企 て る

ユ ー トピァ主 義 を否定す る。彼 に よれば 、ガ ンデ ィー主義 の根本 的欠陥 はそ

のユ ー トピア主義 的性 格 にある。非暴 力主義 は確 か に崇高 ではあ るが、 人間

の運命 に内在 す る根本 的な矛盾 に気 がつ いていない。 現実 の人 間社会 は罪 の

支配 の下 にあ って諸力が激 し く抗争 す る場 なのであ る。実際 にフ ァシズ ム、

ス ター リニズ ム、帝国主義 な どの政 治勢力が相互 に激烈 な闘争 を繰 り広 げ る

当時 の世界 にあ って、 この ような 「悲劇 的 リア リズム」は、 トマ ス を して 「イ

ン ドにおけ る社 会 正義 をめ ざす 政 治行 動 のた め に必 要 な イデ オ ロギ ー的 基

盤」 と してマ ル クス主義 的な歴 史理解 を採用す る必要性 を確信 させ た㈹。

　 とはい え、彼 はマル クス主義 の内 に も強 いユ ー トピァ主義 的傾 向が潜 んで

いるの を知 って いた。 これが圧 政の源 となって、平等 な社会 の実現 をめ ざす

マル クス主義 者 の闘い を全体主 義へ と変質 させ る危険性 が ある と恐れて いた。

彼 に とって、神 の国の実現 はある特定 の社会秩 序 を神 の 国 と同一視す る こ と

ではなか った。 マル クス主義 的闘争へ の コ ミッ トメン トの枠 内で キ リス ト者

に与 え られた課題 は、 キ リス トにおいて神がユ ー トピア主義 に対 して下 され

た裁 きと赦 しを証 しす る ことに よって、 マルクス主義 者 の闘い を堕落や逸脱

か ら腰 うこ とにあ る と考 えたのであ る。

　 しか しなが ら、後で見 るよ うにマル クス主義 に対す る トマスの危惧 はやが

て的中す るこ とになる。 その結 果、彼 はマルクス主義 と決別 す るこ とにな る。

人格 主 義　 後 の トマ ス の思 想 で は 、 「完 全 な人 間性」(full　 humanity)、 「よ り
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完全 な人 間性 」(fuller　humanity)と い う概 念が際立 つ よ うになる。 しか し・

「人 間」 また 「人 間性」 とい う概 念 は彼 の最初 期 の思索 にお いて も認 め るこ

とが で きる。 最初の著書 であ るr十 字 架の理解』(1937年)は 、「神 の 目的 は、

神 の 中 にだけあ る真 の人間性 の栄光 を反映す る男 や女 の家族 を作 り出 す こ と

であ る」 とい う文章 で始 まっているが、 ここで は神 の営 みが 「人 間性」 とい

う概 念 に よって定義 されてい る⑲。 トマス の この よ うな人間 また人 間性 へ の

関心 は、ベ ル ジャーエ フの人格主義 との出会い を通 じて深 め られた よ うで あ

る。

　 ベ ル ジ ャーエ フに よれ ば、「人格」 とは人 間にお け る神 の似 姿 であ り、そ

れゆ え人 間の 「道徳 的原則」 とされる。神 は 自由な創造 主であ るが、 その似

姿 で あ る人格 の本 質 も 「自由 な創造性」 であ る。既 に触 れた この 「自由 な創

造性 」(な い し 「創造 的 自由」)と い う概念 はベ ルジ ャーエ フの人間理解 の要

であ る。

　 ベ ル ジ ャーエ フは2種 類 の 自由 を区別す る。1つ は 「選択 の 自由」、他 は

「創造 の 自由」 であ る。前 者 は所 与 の道徳 的価値 や 目的 を受 け入 れ る か拒 む

か とい う 自由 にす ぎず 、真 の 自由 とは言 い難 い。真 の 自由 とは、 自 ら実 現 し

よう とす る価値 や 目的 を自 らの ために創 り出せ る自由、すなわ ち創 造 の 自由

であ る。 ベ ル ジャーエ フは、人格的存在 と しての人 間に よる この創 造 の 自由

の行使 、つ ま り自由で創造 的 な 自己実現 を人間の最 高 の道徳 的価値 と考 える。

言い か えれ ば、 「汝 自身で あ れ。汝 自身に対 して真 実 で あれ」一一　 これ こそ

が最高 の道徳 的原則 なのであ る。 この原則 は人 間に最大 限の個性 と独 自性 を

要求す るが、最 後 まで人格 を追求 し、 これ を裏 切 って は な らないの であ る㈲。

　 この よ うなベル ジャーエ フの人格主義 を受 けて、 トマスは、人間の 自由の

本 質 は 「形式 的 な選択 の 自由」 にあるのではな く、人が 「自由 に選 び とる目

的」 にあ る と考 える。 そ して次 の ように述べ る

我 々 は真 の 目的 を選ぶべ きである。言 い換 えれ ば、本当 の人間の 自

由は、本 当かつ真 実 に人 間 自身 の ものであ るところの 目的 を選 び取

る こ とにあ る。 そ うす れ ば、 自由の行使 は人間の本来的 ・本質 的特
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性の 自発 的表 現 を意味す る こ とになる。我 々が 自由 なのは、生 まれ

つ きの特性 に起 因す る我 々の本 質 的な姿 を我 々が 自発 的 に表す時 の

みで ある……我 々が 自由なの は、我 々の追 求す る目的が我 々の持つ

目的 に_.__致す る ときなのだ。 自由が人格 の本 質 なのだか ら、我 々は

同 じ真理 を次 の ように言 い換 えるこ ともで きる:我 々は我 々が事実

あ る ところの もの である と きに入格 なのだ 、 と⑳。

　 トマ スがベ ル ジ ャー エ フにお ける2つ の 自由の区別 を正 しく伝 えてい るか

どうか は議論 の余 地が あ ろう。 しか し、彼 の関心 はベ ル ジャーエ フの思 想 を

正確 に理解す る こ とで は な く、 これ を自分 の思想 形成 の素材 とす る こ とで あ

った。 ここで重 要 なの は、 トマスが この人間の 「真の 目的」 を創造論 的 に理

解 し、「神 お よび隣人 との交 わ り」 と考 えた点 であ る。神 の似 姿 と しての人

格 の本 質 と して の 自由な創造性 は、神 のそれ とは異 な り、無 限 ではない。人

間は神 お よび隣人 との 関係 の中で生 きる ように創 られ てお り、 それ故 、入 間

の 自由な創造性 はあ くまで有 限で ある。 この人 間本 来 のあ り方 を主体 的 に受

け入 れ、神 お よび隣人 との正 しい関係 において 自由な創造性 を行使す る時 に

のみ、人間の真 の 目的 が成就 され、真 の人格 が実現す るのであ る。

　 ところが、現実 の人 間 は神 に反逆 し、神 との正 しい 関係 を拒 んだ結果 、 隣

人 との関係 も崩壊 し、自己疎外 ・敵 意 ・圧政 に支配 され る結果 とな った。こ う

して、人格性 を喪失 して しまった。これが聖書 のい う 「原 罪」で あ って、善 を

求め る人間の努力 は罪 の現実の 中で必 ず失敗 す る定め となって しまった ので

あ る。しか し、神 は この悲劇 的状 況 か ら人 間を救 い 出すべ く行動 を起 こ し、実

にキ リス トにお いて御 自分 と和 解 させ給 うた。 トマス に よれ ば、瞳 い とは人

間が神 お よび隣 人 との正 しい交 わ りを回復 し、本来あ るべ き関係 の中で、人

格 の本 質であ る創造 的 自由を今 一度行使 する よ うになる こ となのであ った幽。

　 なお、1940年 代 の トマスは、 この よ うな人間本来の あ り方 の 回復 を教 会 に

連 なるこ とと同 一視 して いた よ うである。 しか し次第 に、現 実 の教会 は曖昧

な世界 であ って 、罪 と救いが混在 し共存 す る場 で あるこ とを自覚す る よ うに

なる。
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3　 エキュメニズム神学形成の試み

　 1947年 、 トマ スは世 界学生 キ リス ト者 連盟(WSCF)か らの招 聰 に よ り、

ス イス に移 り住 んだ。以後6年 間、WSCF幹 部 と して彼 は様 々 なエ キ ュメニ

カル な会議 に関与 す る こ とに な る。1948年 のWCCア ム ス テル ダ ム総 会 に向

けた総会 主題研 究委員 会 に も唯 一の非西 欧メ ンバ ー と して参加 す る。 こう し

て、生 涯続 くこ とにな るエ キュ メニ カル運動へ の トマス の献 身的 な貢献 が始

まった。

3.1　 マル クス主義 との決別 　 　第3期 の始 ま り

　 1948年 、 トマス にそれ まで の イデオ ロギー的立場 の再 考 を迫 った事件 が2

つ発生 した。1つ は、 イ ン ド共産党 が ネルー を 「イ ン ド独立の裏切 り者 」 と

弾劾 し、彼 に反対 す る政策 を打 ち出 した こ と、 もう1つ は、チ ェ コス ロ ヴァ

キア共産 党が クーデ ター に よって政権 を奪 取 した ことで あった。 トマス は こ

の2つ の事件 に、 内的 なユ ー トピア主義 に よってマル クス主義が圧政へ と堕

落す るので はな いか とい うか ねてか らの懸念が現実 となったの を見 た。そ し

て、マ ル クス主 義 と決別 し、政 治的イデ オロギ ー と して社 会民主主義 を選ぶ

こ とを決 意 した。社会民主 主義 では国家 や社 会 に対 す る人 間の運命 の超 越性

や人 間の尊厳 が 自覚 されてい る と考 えたか らで ある㈲。

　 こう して トマスの思想形成 の 第3期 が始 まったが、 イ デオロギー面 での再

考 は神 学 面で の再考 を伴 った。 それ までのマル クス主義 の選択 は神 学 的 には

原 罪論 に拠 ってい た。 つ ま り、原罪 に よる人間性 の堕落 の ため に政治権力 は

不 可避 的 に圧政 と化す運命 にあ る。 そ して、圧政 と化 した権力 が他 の力 によ

って粉 砕 され る こ と、つ ま り革命 は神学 的 には歴史 にお ける神 の裁 きであ る。

キ リス ト者の務 め は歴 史 に対 す る この神 の裁 きを宣べ伝 えることであ る。 こ

の ような理 解 に よって 、 トマス は英 国の植民 地主義支配 と闘 う共 産党 との連

携 を図 ったの であ る。歴史 は人 間の罪 と神 の裁 き との抗争 の場 で あ り、 その

究極 的 な意味 は歴 史 を超 えた と ころに求 め られ る と考 え たのであ り、 キ リス

ト教 宣教 とは この歴 史 の究極 的意味 を指 し示 す こ とで あ った。
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　 これ に対 して、マル クス主義 との決 別 と共 に、 トマス は歴 史の究極 的意 味

を歴 史の内側 で 問お うと考 える ようになる。そ の際に、原罪 や堕落 に代 わ っ

て強 調 され る よ うにな ったのが、次 の引用 に見 られ る通 り、「順 い」 で あ る。

キ リス トは政 治 を裁 き得 るだけだ ろ うか。今 ここにおいて、 ある程

度 そ れを瞭 うこ とはで きないのだ ろ うか。社 会 にお ける集 団 的 ・制

度 的 な人 間生 活の構造 の中で、赦 しを力 と して実現す るこ とはで き

ない だろ うか……私 は、政 治その ものが、福 音の力 を認 め て これ を

受 け入 れる な ら、極端 な逸 脱か ら賑 われて、多少 とも人間的 な もの

となる可能性 を信 じる⑳。

す なわち、福 音 には世俗 的 イデ オロギ ーやそれ に基づ く運動 を裁 くだけで は

な く、 これ を非 人 間的 な歪 曲や逸脱か ら 「賦い」 出 し、 人間の 「真 の 目的」

を実現す る力 と して再生 す る能力が あ るので はないか。 キ リス ト者 の務 め は

この ことを証 しす るこ となので はないか。 トマ スはそ の ように考 え、マル ク

ス主義 、ガ ンデ ィー主義 、 自由主義 な どの政治 イデオロギ ーを現実主義 的 な

キ リス ト教 的人 間理解 の枠 組みの 中で新 たに定義 し直す こ とを宣教 の 目標 と

見 なす ように なった㈲。

3.2　 歴 史の 内 なる神

　歴史 的現象 に神 の贈 い の働 きを認 め ようとす る新 たな神 学的姿勢 に特 徴づ

け られ るこの段 階 はrポ ス ト瓢正統主義 時代」 と呼ぶ こ とがで きよう。 この

段 階の トマスの思想 は、1940年 代末期 に彼 が作 成 ない し作成 に関与 した複 数

の文書 に初めて表現 され た㈲。 そ こには、以後 の トマス におい て 中心 的 とな

る2つ の神 学的 テ ーマが 明瞭 に現 れて いる。1つ は、人 間生活 の全領域 が全

世界 の主であ る神 の購 いの働 きの下 にある とい う包括 的救済観 、他 は、全世

界 の主 なる神 は歴 史の 中に臨在 し、世界 の賭 いのために これに積極 的 に関与

し給 う とい う内在論 的神 観 であ る。既 に見 た通 り、 この2つ は共 にYCCAの

宣言 に含 まれ てい た。 しか し、新 正統 主義時代 の トマスか らは姿 を消 してい
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た。 これが今 、再 浮上 したわ けである。

　 トマ ス は神 の主権 の包括性 を確信 していた。1949年 バ ンコクで 開催 され た

東 ア ジ ア ・キ リス ト教 会議 に よって採択 された声 明 「社会 ・政治生活 にお け

る教 会」 は、 冒頭 で 「神 の主 権 は生 の全領域 に及 んでい る」 と語 ってい るが 、

これは トマス 自身の確信 を表 現 してい た㈲。主権 者 で あ る神 の 支配 の外 側 に

ある生 の領域 はないので あ る。 同様 に、神 の,一い も包括 的であ り、生 の全領

域 に及 んでい る。使徒 パ ウロが 「神 はキ リス トに よって世(cosmOS)を 御 自

分 と和 解 させ た」(2コ リン ト5:19>と 証 言 して い る通 り、神 の順 い は全

コスモ ス を包含 す る もの であ り、 当然の ことなが ら我 々の社 会生 活 ・政 治生

活 を も覆 って いる。神 の照 い は宇宙 的な広 が りを持つ一方 で、現在 の我 々の

社会 や政 治の動静 と深 く関 わ っている。言 い換 えれ ば、20世 紀後 半の全 世界

を席捲 す るラデ ィカル な社会革 命 も神 の主権 の下 にあ り、キ リス トにおい て

この世 を御 自分 に和解 させ よう とす る神 の腰 いの御 業の 内 にあ るので あ る。

　 次 に、 トマス は20世 紀 後半 の時代状 況 を定義す るキー概念 と して 「革命」

概 念 を採用 した。 マル クス主義 との連携 を試 みた トマス に とって、 この概念

は特 に新 しい もので はなか ったが、彼 はこれ をマ ル クス主義的 な「政治革命」

で はな く、 よ り広義 の 「社会革 命」 として定義 した。す なわち、 トマス にお

ける 「革命」 とは労働者 階級 の前衛政党 である共 産党 に よる政権奪取 で は な

く、 「運命 の改 善 だ けで な く社 会生活 の全 領域へ の参 与 を要求 す る、 そ れ ま

で表 面下 に隠 れ てい た 階級 ・国民 ・人種 の登場 」㈱で あ っ々。 これ は20世 紀

後半 の非西 欧世界 を襲 った広範 な社 会変革 の波で あ り、人 間の尊厳 の担 い手

と してふ さわ しい社会 的 ・政治 的影響力 を要求す る民 衆の 闘争 、社会 生活へ

の責任 あ る参 画 を求 め る抑圧 され て きた大衆 の闘争 であ った。 トマス は この

ような革命 も神 の主権 の下 にあ り、購 いの御 業 の内 にあ る と言 う。それ故 、

これ こそがその 中で教 会が神へ の応答 を求 め られてい る宣教 の コンテ クス ト

なので あ る㈲。 なぜ な ら、神 は その 「背後 と内部 で」働 い てお られ るか らで

ある

今 日の社 会革命 の背 後 と内部 に…… キ リス ト者 は信 仰 に よって神 の
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義 なる御手 を見 る。最悪 の人 間状 況の 中において さえ、神 の創 造 と

順 いの御 意志 は働 い てお り、信仰 によって把握 され るの を待 ち、神

とお互い に対 する責任 あ る関係 の 中へ人 々 を導 こ う とされ てい る⑳。

　 この ような内在論 的神 観 は これ以後 さらに考 え抜 かれ、10年 後 クア ラル ン

プールで 開催 され た東 アジア ・キ リス ト教協議 会(EACC>創 立 大会(1959

年)が 採択 した公式 文書 「社会変革 の中 におけ る教 会の証 し」 の序文　　 こ

れ は トマ ス自身が 書い た ものであ る　 　 では次 の よ うに語 られ ている。

キ リス トは現代 アジアの革命 の中で働 いてお られ る。新 しい創造力

を解 き放 ち、偶 像礼拝や偽 りの神 々 を裁 き、御 自身 を受 け入 れるか

拒絶 するか との決断へ と諸 国民 を導 き、信仰 におい て御 自身 に応答

す る人々 を、その王権 の証 人 として世界 に送 り返す ため に御 自分 の

下 に集 めてお られるのであ る。教 会 は変化 してい く生活 の 中 にキ リ

ス トを見極 め るだけで な く、 キ リス トに応答 し、キ リス トの現 臨 と

主権 を知 らしめ るため に、 この変化 す る生活 の中にあ らね ば ならな

い ㈱o

これは1948年 以 降 の トマスの思想展 開の ひ とつ の結論 だ と言 えるだ ろ うが 、

こ こには1960年 代 にWCCで 激 しい宣教論 争 を引 き起 こす こ とに なる世 界 中

心型 ミッシオ ・デ イ思想 の見 事 な先取 りが認め られ る。 また、 これ は以後 の

ア ジアのエ キュメニ カルな宣教神 学 の基 盤 となってい く考 え方 で もあ る。

　 これ以 降、 トマス の 関心 は 「識別」(discemment)の 問題 に移 行す る。 す

なわ ち、 アジア にお ける社会革命 の中 に神が現 臨 し給 う とい う徴 を、具体 的

に どこに、 どの よ うに見 いだす か とい う問題 であ る。 クアラル ンプール大 会

で、 トマス 自身、「も し我 々の神学 的 ア プローチ が正 しい な ら、我 々が問 わ

なけれ ばな らないの は 『アジアの国民運 動 において、 またそ れ を通 して神 は

何 を してお られ るの か』 とい う問い であ る」勧と述べ てい るが 、 この 問い は

トマス の思想形成 にお ける新 しい段 階の 開始 を告 げ てい る とい え よ う鰯。 さ
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らに、1970年 代 に登場 し、C,　S,ソ ンな どに よって展 開 され るアジアの文脈化

神 学 も、基本 的 には この トマスの提起 した問い に答 えよう とす る神学 的試 み

と見 なす ことが で きよう。

　 そ して、 アジ ア革命 にお ける神 の臨在 の識 別 のために トマスが導入 したの

が 、 デ ヴ ァナ ンダ ンか ら受 け継い だ 「新 しい創 造」 ない し 「新 しい人間性」

とい う概 念 であ った。 この概 念 を考察す る前 に、次 の節 で はデ ヴ ァナ ンダ ン

の人 と思 想 を簡単 に見 てみ よう。

4　 ポ ール ・D・ デ ヴ ァナ ンダ ンの宣教思 想

　 これ まで1930年 代 末 か ら1950年 代 末 に至 る トマ ス の宣教 思 想 の展 開 を段 階

を 追 っ て検 討 して きたが 、50年 代 に は トマ ス に とっ て極 め て重 要 な 出来 事 が

あ っ た 。 彼 が 師 ま た友 と呼 ぶ よ う に な る ポ ール ・D・ デ ヴ ァナ ン ダ ン(Paul

David　 Devanandan,1901～1962)と の 緊 密 な協 力 で あ る。 この協 力 関係 は年

下 の トマ ス に深 い知 的痕 跡 を残 す こ とに な った 。

4.1　 デ ヴ ァナ ンダンの 略歴

　 南 イ ン ド教 会の牧 師で あ ったデ ヴ ァナ ンダンは、 タミル人牧 師 を父 として

マ ドラス に生 まれ た。ハ イデ ラバー ドの大学 で学 び、 さ らにマ ドラス大学 で

修士号 を取 得。若 い頃か ら、ガ ンデ ィーの友人 で もあ った著名 なキ リス ト者

K.T.ポ ー ルの影響 下 に入 り、1924年 には その個 人秘書 と して訪 米 す る。以

後7年 間米国 に留 まって、バ ー ク レーの太平洋神 学校 、 イェール大学 で神 学

を学 んだ。 イェー ルでは 、後 に 「マ ーヤ ーの概 念』(1950年)㈱ と して出版 さ

れた ヒ ン ドゥー教 に関す る博士論文 を執筆 して博士号 を取 得。帰 国後 、バ ン

ガ ロー ルの合同神 学大学 で17年 間 にわ たって哲学 と宗教 史 を教 えた(1932～

50年)。 デ ヴ ァナ ンダ ンの弟 子 であ るス タン リ ・サ マルサ は、バ ル ト神 学 の

影響 で欧米 の神 学校 で宗教 史学 が軽視 されていた時期 に、第2次 大戦 をは さ

む17年 間 にわた ってデ ヴ ァナ ンダンが これ を教 え、宗教研 究の必 要性 を説 き

続 けた こ とは注 目に値す る と指摘 してい る㈲。
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　 トマ ス とデ ヴ ァナ ン ダ ンの協 力 関係 は1952年 に始 まっ た 。この 年 、イ ン ド ・

キ リス ト教 協 議 会 が 社 会 問題 に関 す る委 員 会 を設 置 し、 デ ヴ ァナ ンダ ン を議

長 、 トマ ス を書 記 に任 じた の で あ る。 トマ ス が ニ ュ ー ヨー クの ユ ニ オ ン神 学

校 で 一 年 間 の研 究 生 活 を送 り(こ れ が彼 が 神 学 校 で 学 ん だ唯 一 の 機 会 で あ る)、

1954年 に帰 国 した後 、2人 の協 力 は一 層 緊密 に な っ て い った 。 特 に、 イ ン ド

にお け る宗 教 研 究 の 重 要 性 を確 信 して い た デ ヴ ァナ ン ダ ンが 、1957年 自 ら を

所 長 、トマ ス を副 所 長 と してバ ンガ ロ ー ル に 「キ リス ト教 宗 教 ・社 会研 究 所 」

(Christian　Institute　for　the　Study　of.　Religion　and　Society,以 下CISRS)と い う機 関

を創 設 して か ら、1962年 にデ ヴ ァナ ン ダ ンが心 臓 病 で急 逝 す る まで の5年 間

は、2人 の 問 で 実 り多 い密 接 な共 同作 業 が 進 め られ た。 サ マ ル サ は トマ ス を

「デ ヴ ァナ ン ダ ンの精 神 に他 の誰 よ り も親 し く接 した 人 物」 と呼 ん で い るが ㈲、

こ の よ うな2人 の 共 同 の 下 で 、CISRSは イ ン ド社 会 にお け る キ リス ト教 宣 教

や宗 教 問対 話 を促 進 す るた め 、 宗 教 と社 会 に関 す る多 くの 書 物 を公 刊 した働。

4.2　 デヴ ァナ ンダ ンの思想

　 トマ スの思想 を時代 を追 って見 て きた本稿 の性格 か らす れ ば、デ ヴ ァナ ン

ダ ンの思想 も同様 の扱 い をすべ きであ ろう。 しか し、 ここで は彼 の晩年 の思

想 の特徴 の幾 つか を指摘 す るに とどめたい。 トマス との共 同作 業 がその最 晩

年 にお こなわれた点 を考 える と、 この時期 の デヴ ァナ ンダンの思想 を吟味 す

る ことで、本稿 での 目的 は果 た されるだろ う。

4'.2.1　 キ リス ト者 の証 しの4つ の特徴

　 デ ヴァナ ンダ ンの思 想 は宣教論 的性格が濃厚 であ る。 イ ン ドとい う広 大 な

異教 世界 において キ リス トを証 しする とは どうい うことか とい う差 し迫 った

具体 的 な問いが彼 の思索 の根 幹 にあ ったか らで あろ う。 この点 は、変動 す る

ア ジア社 会 にお ける証 しの あ り方 を問い続 け た トマ スの場合 と共通 であ る。

　 デ ヴ ァナ ンダ ンは キ リス ト者 の証 しには4つ の基本 的特 徴 が あ る と考 え

る個。 まず 第1は 、 それが宇宙 的プ ロセ スだ とい う点 であ る。 コロサ イの信

徒へ の手紙1:16～20に 拠 りなが ら、彼 は次 の ように述べ てい る
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キ リス トは初 めか ら、私 た ちが被造 物 と呼ぶ ものす べて に順 い主 と

して関 わ ってお られ る。万物が キ リス トの支 配下 に入 る と聖書 的信

仰 の語 る終 末の時 まで、 そ うであ る。神 の造 られた万物の この完 全

な変 容 が平 和 の 実体 、す なわ ち全 体性(wholeness)な の で あ り、

これが、 キ リス トにお いて この世 を御 自分 と和解 させ よ うと してお

られる神 の働 きなので ある鋤。

す なわ ち、 デ ヴ ァナ ンダ ンに よれば、神 の創造 行為 は今 も継続 してお り、創

造 は万 物 を包含 す るプロセス である。究極 的 には被造世界 の全 領域 が キ リス

トにおい て神 の直接 的支 配の下 に置 かれ る時、新 しい天 地す なわ ち 「新 しい

創 造」 が実現す る。人 間の蹟 い もこの ような世界 の全 的 な変容 が あ って こそ

真 に実 現す る。 キ リス ト者の証 しとは この よ うな宇宙 的 プロセス に根拠 を持

ち、 同時 にそ れ を指 し示 す行 為 なので あ る。

　 第2に 、 キ リス ト者 の証 しは歴史 的現 実 に関 わっている。 キ リス ト教 的歴

史観 で は、 た とえ歴 史上 の個 々の事象が 人間の欲望や野望 に起 因す る よ うに

見 え よ うと、 人類 の歴史 はなお も世界 の購 い をめ ざす神 の支配 と働 きの下 に

あ る。 世俗 の歴 史 は常 に神 の救 済の歴 史 と共 にあ るの であ って、 キ リス トの

受 肉は、罪 と死 に支配 され ているか に見え る人 類史の 内側 で起 こったのであ

る。宣 教 はこの歴 史的現 実 と深 く関わる ものであ る。

　 第3に 、 キ リス ト者 の証 しは人間で はな く神 の事業 である。 歴史 的 にい っ

て、宣 教 は復 活 したキ リス トが弟子 たち に聖霊 を与 える ことで開始 され た。

す なわ ち、真 の宣教 者 は神 で あ り、宣教 は本 質的 に 「神 御 自身の宣教」 なの

で ある。教会 の宣教 は人 間 の手 で人 間のため に行 われ る。 しか し、 それ は受

肉 した主御 自身の宣教 の延長上 にあるのであ る。

　 第4に 、証 しは本 質 的 に神 御 自身の事 業であ りなが らも、真 実 の意味 で民

衆 の運 動で もあ る。 ただ し、 その ダイナ ミズ ムは人間 に依拠 しな い。聖霊 の

賦 与 と弟子の派遣 の問 に は密接 な関係が あ り、派遣 され たのはキ リス トに全

面 的に依存す る信徒 の共 同体 であった。 宣教 とはその ような信仰 共 同体 の働

きなので ある。
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　 以上 か らわか る ように、デ ヴ ァナ ンダ ンの宣教 理解 は、 トマ スの場合 の よ

うに、極 めて包括 的な瞭 罪論 の上 に成 り立 ってい る。 それ はまた彼 の歴史 理

解 とい ってよいで あろ う。す なわ ち、彼 の宣教神 学 は歴 史神 学 であ り、 この

神 学 的枠 組みの 中で、彼 はイ ン ド社会 の現 実 を理解 しよ うとしたのであ る。

　 また、 「神 の宣教」 とい う概 念 の使用 か ら、彼 の宣教理 解が 基本 的 に ミ ッ

シオ ・デ イ神 学で ある こ とも見 て取 れ る。 トマ ス とは異 なって職業神 学者 で

あ った彼 は、 ヴ ィ リンゲ ン大会以 来の1950年 代 の宣教論争 に通 じて いたので

あろ う。 しか しなが ら、宇宙論 的視野 を持 った彼 の宣教 理解 は、50年 代 のエ

キ ュメニ カル な ミッシオ ・デ イ神 学 を超 え て、60年 代 の世界 中心 型 ミ ッシ

オ ・デ イ理解 を指 向す る ものであ った。

4.2.2　 「キ リス トに お け る新 しい創 造 」

　 さて 、 以 上 の よ うな理 解 に基 づ い て 、 デ ヴ ァナ ンダ ンは宣 教 を次 の よ う に

定 義 して い る。

キ リス ト者 の証 しとは、世 界史の運命 を自分 の好 む 目的へ 反 らそ う

とす る人間の試み に よって生み出 された混 乱や無秩 序 に もか かわ ら

ず 、世界史 におけ る唯一の決定要 因 と して、 これ に意義 と意味 とを

賦 与 する、 キ リス トにおけ る新 しい創造 の現実 を証 しす る ものであ

る㈹。

こ こ で 、 宣教 は 「キ リス トにお け る新 しい創 造 の 現 実 」 を証 しす る こ と と定

義 され て い る。 トマ ス に よれ ば、 この 「新 しい 創 造 」 とい う概 念 は デ ヴ ァナ

ンダ ンの 思想 にお い て 中 心 的 で あ り、彼 に と っ て福 音 と は イエ ス ・キ リス ト

にお け る 「新 しい創 造 」 に関 す る 良 き知 らせ で あ っ た 。 トマ ス は また 、 デ ヴ

ァナ ン ダ ンが パ ンデ ィペ ッデ ィ ・チ ェ ンチ ア(Pandipeddi　 Chenchiah,1886～

ユ959)の 影響 を受 け て い る と も指 摘 して い る。 チ ェ ンチ アは 、 イエ ス ・キ リ

ス トを創 造 の プ ロセ ス に お け る新 段 階 と して の 「新 しい 創 造 」、 人 間 の進 化

の新 段 階 と して の 「新 しい人 」 と考 え 、 人 は 「キ リス ト教 ヨー ガ」 に よ る こ
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れ との合 一 に よって神 の国の命 に預か る こ とが で きる とした イ ン ド人神学者

であ る㈲。

　 上述 の通 り、 デ ヴ ァナ ンダ ンに よれ ば、創 造 とは宇宙 的プ ロセスで あ って、

古 い創 造 は未 だ完成 していない。歴史 を通 して 、神 はその完 成の ため に現在

も働 き続 けてお られ るのであ る。歴 史 の終 わ りで ある終末 に神 は全被 造物 を

完全(whole)に し、 「新 しい天地」へ と究極 的 に変容 させ る。 これが 「新 し

い創造 」 であ って、古 い創造 の究極 的 目標 であ る。 しか し、一 方で、 この終

末論 的現実 は イエス ・キ リス トにおい て既 に現 実 となっている。 キ リス トと

は、そ こにお い て神 が この世 を御 自分 に和解 させ 、 また現在 も和解 させ よう

と してお られ る新 しい現 実で あ り、「新 しい人」 であ る。チ ェ ンチ アの場 合、

人 はキ リス ト教 ヨーガ に よる合一 を通 してそれ に預 かれ る とされたが、 デヴ

ァナ ンダ ンは回心 の重要性 を強調す る。 ただ し、回心 とは他 宗教 か らキ リス

ト教へ の単 なる改宗 で はな く、新 しく生 まれ変 わる ことであ る。す なわ ち、

キ リス トの招 きへ の応 答 と献 身を通 じて、人 間は 「今、 ここで」新 しい創 造

とな り、神 の創造 の御 業 に参 与で きる者 となるのであ る。新 しい創造 とは、

終末的現 実で あ りなが ら も、 この ようにキ リス トにお いて歴 史 の中で世 界 を

変革 してい く原理 で もあ る㈲。

　 それ故 に、新 しい創 造 は 「世界史 において、 これに意義 と意味 を賦 与 しう

る唯一 の決定的 要因」 なのであ る。教 会 は応答 と献身 を通 して この終末論 的

リア リテ ィに参与 す る人 々の共同体 であ り、世俗 ・宗教 の両者 を含 む今 日の

諸 問題 の ただ 中 におい て、 この ダイナ ミ ックな神 的 リア リテ ィを証言す る よ

うに と招 かれ ているので ある。

4.2.3　 「新 しい創 造」 と しての ヒン ドゥー ・ル ネサ ンス

　 かつ て ヒン ドゥー教研 究 によって学位 を取得 したデ ヴァナ ンダ ンに とって、

近代 イ ン ドの宗教情勢 は常 に関心の的で あった。 欧米 で近代 化や 世俗化 の進

行 に よるアジアの伝統 宗教 の死 滅が預 言 されていた時期 に、彼 の燗 眼 は近代

精神 の影響 でむ しろ活性 化 した伝 統宗教 の復興 運動 に注がれ た。 そ して、 ラ

ム ・モハ ン ・ロイか らガ ンデ ィーや ネル ーに至 る近代 ヒン ドゥー教改 革運動

70



の展 開 に関す る多 くの研 究 を残 した。 この ような改革運動 は、近代 とい う新

時代 の要請 に応 じて伝 統 的な神理解 や世界 理解 を新 た に定義 しなお うそ うと

する伝統 宗教 の側 の運 動 であったが、デ ヴ ァナ ンダ ンは、 その ような覚 醒 し

た ヒン ドゥー教 とい う コンテ クス トの中 でキ リス ト教 会が語 るべ き福音 は何

か を問い続 けたのであ る。

　 デ ヴ ァナ ン ダ ンの独 自性 は、 「キ リス トにお け る新 しい創 造 」 を具体 的 な

歴 史的現 象 と しての伝 統宗教 の復興運 動 の中 に見極 め よ うと した ことであ ろ

う。彼 は次の ような問い を提起 す る

キ リス ト教信仰 はそ の ような[伝 統宗教 の]再 生の 中に、他宗教 の

人 々や無宗教 の人 々 を、今 日の人間世界 を扱 う神 の や り方 について

の新 しい理解へ と導 く神 の霊 の内的 な働 きを見分 ける こ とが で きる

だ ろ うか。 もしすべ ての 「新 しい創造」 が ただ神 にのみ由来 す るの

で あれば、 人々の考 えや生活 にお ける他 の宗教の 「新 しい」局面 は

他 の どこか ら生 じ得 ようか㈹。

デ ヴ ァナ ンダ ンは この 問い に 自ら答 えて、やや躊 躇気味 にでは あ るが、 「[他

宗教 における]人 間の霊 の この ような深 く内的 な掩絆が 、聖霊 の創造 的 な活

動 に対す る応答 であ る こ とを、 キ リス ト者 が否定す るのは困難 であ ろ う」 と

書 いている㈱。そ して、キ リス ト者 の証 しとは、他宗教 あるい は無 宗教 の人 々

との対話 を通 して、そ の 「新 しさ」 に秘 め られ た真 の意味 を指 し示 してい く

こ となのだ と考 えたの で ある。 ロ ビン ・ボ イ ドは、 この ようなデ ヴ ァナ ンダ

ンのア プローチの 中 にあ る原則 を次 の よ うに要約 している。

キ リス トは、聖霊 を通 して、教会 の内部 だけでな く、その外 部で も

働 いてお られる。 キ リス トは ヒン ドゥー教 の改革 におい て、す なわ

ち伝 統的正統主義 の欠陥 お よび新 しい神 理解 と世界 理解 の必 要 を明

らか にす るそのあ らゆる近代 的展 開にお いて、働 いてお られ る㈲。
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　前節 の末尾 でEACCク ア ラル ンプール大 会公式 文書 「社 会変革 の中 におけ

る教 会 の証 し」 の一節 を引用 したが、 そ こに表現 され ていた トマ スの思想 と

この デ ヴ ァナ ンダンの ア プローチ とは、神 と世界 との関係 につ いて基本 的 に

同一 の認識 を示 してい る。す なわち、 内在論 的神 観で あ り、世界 中心型 ミッ

シオ ・デイ思想 であ る。

5　 トマスに対するデヴァナンダンの影響

　 1962年 のデ ヴ ァナ ンダ ンの死 によ り、10年 に及 ぶ彼 と トマス の連携 は終 わ

りを告 げた。 しか し、彼 の思想 は、以後 の トマスの考 え方 に大 きな痕 跡 を残

す こ とになった。 また、 デ ヴァナ ンダン没後 の トマス はエキ ュメニス トと し

て の円熟期 を迎 え、エ キュメニ カル運動 の指 導者 と して神学 者 と して多 くの

成 果 を上 げてい った。 この円熟期 の トマスの思想 は別 の機会 にゆず り、本稿

で は最 後 に、前節 で見 た ようなデ ヴァナ ンダ ンの思想 が トマス に どの よ うな

影 響 を与 えたか を検 討 したい。

5.1　 近代社 会 にお け る宗教 の意義

　 まず 、宗教 に対 す る トマスの認識 の変化が指摘 で きる。青年時代 か ら トマ

スの関心 は主 に社会 や政 治 に向 け られてお り、宗教 にはあ ま り興 味 を持 た な

か った。 イ ン ドのキ リス ト教神 学者 としては例外 的 と思 われるが 、出 身地 ケ

ララの人 々の政治意識 の高 さ、マル クス主義 の影響 な どの理 由が 考 え られる。

　 デ ヴ ァナンダ ンとの仕 事 は、 そんな トマス にイン ド社 会 にお け る宗教 の重

要1生を教 える こ とに な った。後年 、 「当初 、私 は宗教研 究 を過度 に強調 す る

と社 会 の研究 をお ろそか にす るこ とにな らないか との疑 念 を持 ってい た」 と

自ら書 いてい る ように㈲、 トマスはデ ヴ ァナ ンダ ンが宗教 を重視 す る こ とに

最初 は疑 問す ら抱 いた。 しか し、次 第 に、彼 も宗教の重 要 さを悟 る よ うにな

る。次 の言葉 にこの間の事情 が うかが え る。

しか し、 彼[デ ヴ ァナ ン ダ ン]と の 同志 づ きあい の 中 で、 私 は イ ン
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ドの社 会 問題 の ヒ ン ドゥー 的 ・宗教 的 次 元 を新 しい形 で 自覚 し、新

しい社 会 の た め の共 通 の 闘 い とい う コ ンテ ク ス トにお い て 、 キ リス

ト教 と再 生 宗教 、特 に ネオ ・ヒ ン ドゥー教 との 間 の対 話 に 関 わ る よ

うに な っ た㈲。

　 トマ ス の宗 教 理 解 に こ こで立 ち入 る余 裕 は な い 。 しか し、 デ ヴ ァナ ン ダ ン

の死 の7年 後 に 公 刊 さ れ た大 著 『イ ン ド ・ル ネ サ ンス の承 認 さ れ た キ リス

ト』(1969年)㈹ にお い て 、 トマ ス は、 ラム ・モ ハ ン ・'ロイ、 ヴ ィ ヴ ェ カ ナ ン

ダ か らガ ンデ ィー に至 る ヒ ン ドゥー ・ル ネサ ンス の代 表 者 た ち に 関 す る詳 細

な研 究 を行 っ て い る こ と を指 摘 して お きた い。 ま さに デ ヴ ァナ ン ダ ンの 遺 志

を継 い だ研 究 で あ り、 トマ スが 彼 か ら学 ん だ もの を雄 弁 に物 語 っ て い る と言

え よ う。

5.2　 「キ リス トにお ける新 しい創造」 または 「新 しい人間性」

　 「新 しい創 造」 とい う概念 は、 トマス に とって必 ず しも新 しい もので はな

い。 この こ とは、1939年 の論文 に彼 が 「キ リス ト教 とは新 しい宗教 体系 で も

新 しい共 同体で もない ……それは本 質的 また根本 的 に、古 い組織 や古 い国民

の 中 にキ リス トお よびキ リス トの生 を実 現す る新 しい霊 を伴 った新 しい創 造

で あ る」 と書 いてい るこ とか ら もうかが える㈲。 ここ にチ ェ ンチ アな どの影

響が何 らかの形 であ ったか どうか に関 して は検討 が必 要であ ろ う。 いず れ に

せ よ、彼 の思想 形成 第2期 になる と、 この概 念 は トマスの語彙 か らは消 えて

いた。 そ れが デ ヴ ァナ ンダンの影響下 で再浮上 し、以後 、 トマ スの思想 に と

って も中心的 な概念 となってい った。

　 けれ ども、 トマスは これをデ ヴ ァナ ンダ ンか ら機械 的 に受容 したので はな

い。逆 に、既 に検討 した彼 自身 のベル ジ ャーエ フ的人格 主義 に従 って独 自の

解釈 をほ どこ した。

　第1に 、 トマ スは 「キ リス トにおけ る新 しい創造」 を、堕落 に よって失 わ

れる以前 の、本来 的 な人格性 を回復 した人間性 が新 た に我々 に提供 され るこ

とであ る と考 え た。 そ して、 「人 は瞑想 や努 力 に よっ てで は な く、 キ リス ト
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におけ る神 の新 しい創造 の賜物 を 『謙虚 に認 める こ と』 に よって人格 と共 同

体 へ と生 まれ変 わる」 と考 えた㈹。 デ ヴ ァナ ンダ ンは 「新 しい創 造」 を 「新

しい 人間性」(New　 Humanity)と 言 い換 え るこ とが あ ったが、 トマ スでは、

新 しい創造 を本来 の人 間性 の 回復 とみ なす ため、後者 の 「新 しい人 間性」 と

い う表現 の方 が よ り頻 繁 に用 い られて いる。 そ して、人格性 の回復 とは、す

なわち神 と人 の共 同体性 の 回復 で あ り、現実 の人 間社 会 に存在す るあ らゆる

敵 意 や分裂 を超 克 した人 間 同士 の共 同体 性 の 回復 で ある とされ る。 「キ リス

トにお け る新 しい人 間性 」 と トマ スがい う時 、「新 しい人」 であ るキ リス ト

にお いて、 この ように更新 された神 と人 の関係 お よび人 と人 との関係 、換言

すれ ば、「完全 な人 間性」 が我 々に提 供 され ている とい う意味 である。

　 第2に 、 トマ ス はデ ヴ ァナ ンダ ンに従 って、 「新 しい創 造」 は宇宙 的性 格

を持 ち、 それゆ え、決 して教 会内 に限定 された ものでは な く、 む しろ教 会の

外 の領域 に も及 ぶ ものであ る と考 えた。 トマス 自身が以 前か ら包括 的救 済論

を主張 して いたの だか ら不 思議 はない。 す なわち、キ リス トにおい て この世

を御 自分 に和 解 させ 給 う神 は、教 会 内外 のあ らゆる社会的 関係 を変 革 し、万

人 に共通 の人 間性 に立 脚 した新 しい社 会観 や新 しい社 会 的現実 を出現 させ つ

つ あ る とす る。 そ して、 アジアの革命 的状況 の中で生 まれつつ あ る人 間 の尊

厳 や 自由に対す る覚醒 は、現代 史 の直 中で働 いてお られ る神 の臨在 を信仰 に

よ って識別 す る際 の鍵 とな りうる と考 え る。 こ う して トマ スは、 「変 革 され

た個 人生 活の 中だけで な く、社 会 ・文化 ・宗 教の構 造 を更新 し、人 間の尊厳

と運命 の名 にお いて天地 を変革 しよう とす る人 間の 闘い と目的の中 に、 キ リ

ス トにお け る神 の新 しい創造 の徴」㈱を信仰 に よって見極 め よ うと したので

あ った。

　 第3に 、 トマス は、 キ リス トにおけ る人 間性 の回復 とは、共 同体性 ばか り

でな く、人格 の本 質 であ る人 間の 自由 と創 造性 の回復 で もあ る と考 えた。す

なわち、罪 か らPわ れて本 来の姿 を回復 した人間 は、神 の似姿 と して の 自由

で創 造 的 な存在 と して、神 のパー トナー と しての地位 を取 り戻す ので ある。

言 いか えれば、歴史 を通 して全 宇宙 の全体性 の回復 をめ ざす神 の新 しい創造

の業 に参与す る、 自由で創造 的な神 の代 理者 としての姿 を、 キ リス トにおい
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て回復 す るのであ る。 トマス は次の ように言 う

人 間は創 造 の プロセス に参 与 し協 力す る よ うに招 か れてい る。 もち

ろ ん、神 と人の平等 に基づ いてで はない。神 は無 限 な自由であ り、

人 間の 自由 は有 限だか らで ある。 に もかか わ らず 、人間の 自由 な創

造性 、つ ま り新 しい生 活秩序や生 の価値 、換言す れば新 しい文 明 を

創 造す る能力 は人 間性 の本 質的 な部分 と見 な さなけ れば な らない餌。

すなわ ち、歴史 におけ る神 の贈 いの御 業への参与 の根 拠 かつ源泉 で あ る人 間

の創造 的 自由が 、キ リス トにお いて回復 され る と考 え るのであ る。

　 以上 の ように解釈 されたチ ェ ンチア以来の 「新 しい創 造」 の概念 は、 トマ

スに とって、歴 史の 中に働 き給 う神 の臨在 を識 別す るためのキ ー概念 とな っ

た。 デ ヴァナ ンダ ンは伝統宗教 の再生 や改革運動 の中に神 の新 しい創 造 の御

業が見 出せ ない か と問い かけ、 自ら肯定 的に答 えた。 ところが 、彼 には まだ

躊躇 があ り、仮 説 の域 を出てい ないか の ようであ った。 これ に対 し、 トマス

は肯定 的答 え を確信 してい た。 そ して、人間の尊厳 と自由の拡張 をめ ざ して

伝統 的 な杜会 ・文化 ・宗教 を構 造 的 に変 革 しよ うとす る運動 、す なわ ち 「よ

り完全 な人 間性」 を実現 しよ う とす る アジア民 衆 の広 範 な闘 い の中 に、「新

しい人 間性」 の成就 に向 けて働 き給 う神 の臨在 を見出そ うと した。 そ して 、

イエス ・キ リス トにおい て、神 は 「よ り完全 な人間性」 の ための闘い に参与

す るよ うに我 々 を招 いてお られる と考 えたので あ る。

　 ただ し、 トマ スは依然 として人間の運命の悲劇性 を確信 してお り、ユ ー ト

ピァ主 義 には批判 的で あ った。 そのため、人間の尊厳 や 自由の拡張 を神 の臨

在 の 「徴」 では な く、 その確 実 な証拠 と考 えた り、民衆 の闘いの 目標 とされ

た特定 の社会 シス テム を 「新 しい創造」 と同一視 した りす る ことは、注 意深

く避 けた。 これ らの歴 史 的現象 は、あ くまで も神 の臨在 を指 し示 す 「新 しい

創 造 の徴」、完全 な人間性 を約 束す る神 の 「約 束 の徴」 にす ぎない と考 えた

のであ る。 この ような慎 重 さが 、 トマスの思想 に ダイナ ミズム と柔軟性 を賦

与 してい るように思 われ る。
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6　 むすび

　 本稿 で は青 年 時代 か ら1960年 代初頭 に至 る トマスの宣教 思想 の形成 過程 を

概 観 ・検討 して きた。 そ して、1950年 代 に協力 関係 にあ ったデヴ ァナ ンダ ン

か ら大 きな神 学的影 響 を受 け たこ とを見 た。特 に、近代 ア ジアにお け る伝統

宗教 の重要 さを認識 す る ようにな り、 また、世界 史 におけ る神 の臨在 を識別

す る鍵 と して 「新 しい創 造」 とい う概 念 を受容 した。 しか し、 トマス はデ ヴ

ァナ ンダ ンの考 え方 を無批判 に機械 的 に吸収 したのでは な く、独 自の再解釈

を 施 して、従 来 の彼 自身の思索 の中 に取 り込 んだのであ った。

　 こ こで、本稿 の 冒頭 に引用 したWCCウ プサ ラ総 会 の レポ ー トか らの 引用

を改 め て見 てみ る と、 そ こにデヴ ァナ ンダ ンや トマス の思想 をはっ き りと読

み取 るこ とがで きる だろ う。 「古 き もの の根 底 的 な更新 であ る新 しい創 造 の

賜物」 「新 しい人 イエ ス ・キ リス トにお いて完全 な人 間性 へ と成長 す る よう

に との招 き」 とい う表現 は、 まさ しく彼 らの言葉 であ り、彼 らの思想 を前提

と して初 め てその正確 な意味が理解 で きるので ある。

　 トマ スに よれば、 デ ヴ ァナ ンダ ンにおけ る 「新 しい創造」「新 しい人 間性 」

とい う概念 は、19世 紀 のケ シュプ ・チ ャンデル ・セ ン(Keschub　 Chunder　Sen,

1838～1884)に お ける人 間性 の強調 にまで さかのぼ る もの であ り、チ ェ ンチ

アの思想 もこれ を継承 してい るとい う。 デ ヴァナ ンダ ンと同時代 のス ルジ ッ

ト ・シ ン(Surjit　singh)に も認 め られ る との ことで、 まさに イン ド ・キ リス

ト教 固有 の土着 の神 学 的伝 統 なので あ る鰯。で あ るな らば、 トマス 自身が青

年 時代 の著作 に既 に この概念 を使用 していて も驚 くには当た らない と言 えよ

う。

　 本稿 中で何度 か指摘 した ように、デ ヴァナ ンダンや トマス の宣教理 解 は、

1960年 代 にエ キ ュメニ カル運動 において激 しい論争 を巻 き起 こ した世界 中心

型 ミッシオ ・デイ思想 を先 取 りしてい る。彼 らの思想 が、 この ミッシオ ・デ

イ理解 の、唯一 とは い わない まで も、重 要な源泉の ひとつで あ った こ とは間

違 いない。世界 中心 型 の宣教論 が議論 された60年 代 の主 要なエ キュメニ カル

な会議 には、WCC世 界 宣教伝道委員会(CWME)メ キシコ シティー大会(1963
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年)や ジュネーブで開催 され た 「教会 と社 会」 世界会議(1966年)な どがあ

るが、 トマス は これ らに関わ ってお り、特 に ジュネーブ会議 で は議長 を務 め

てい る。彼 が さ らにWCCウ プサ ラ総 会でWCC中 央委員 会議 長 に選 出 された

ことは、本稿 の初 めで述べ た通 りであ る。 この よ うな トマスの貢献が あ った

か らこそ 、イ ン ド系 の宣教論 がエ キュメニカルな宣教 論争 の場 に持 ち込 まれ、

20世 紀 後半 の宣教 思想 の源泉 の ひとつ となって い くこ とが で きたので あ り、

ここに彼 の重要性 を明瞭 に認 め るこ とがで きよう。

　 トマ スの思想形成 において、 デ ヴ ァナ ンダ ンとの知 的交渉 は中間点 にす ぎ

ない。既 に述べ た ように、彼 か ら得 た 「新 しい創 造」 の概念 に よって、 トマ

スは現 代 キ リス ト教宣教 にお ける 「識別 の問題」 に答 え るため のキー概 念 を

獲得 したのであ った。 デ ヴァナ ンダ ンの死後 、 トマス は これ を用 いて、エ キ

ュメニ カルな神 学の形成 に さ らに適進 していった。
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